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北栄町農業委員会総会議事録
平成31年第3回北栄町農業委員会総会
	開催年月日
	　平成31年3月11日（月）

	開催の場所
	　北栄町大栄農村環境改善センター
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	　午後1時30分
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	９番
	濵根　泰弘
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	実光　辰己
	１１番
	濱田三喜男
	１２番
	永田　恭彦

	
	１３番
	南場　英
	１４番
	前田　榮久
	１５番
	福光　康男

	
	１６番
	池本　博史
	１７番
	齋尾　直久
	１８番
	徳山　英晴

	
	１９番
	盛山　由紀子
	２０番
	竹信　啓子
	２１番
	濵坂　良男

	
	２２番
	一二三　満雄
	２３番
	井川　敏昭
	２４番
	山下　正美

	
	２５番
	杉川　一二美
	２６番
	濱田　登喜治
	
	   

	欠席委員等
	　  　
　          

	事務局
	局長
	下阪　啓二
	書　記
	　主幹　中口　一彦
　農地中間管理推進員　中西　宣之


	閉　　　会
	　午後3時40分


日　程

１　開会

２　会長あいさつ
３　議長開会宣言　　　　　　定足数の確認　

　
４　議事録署人の指名

　　　（２２番　一二三委員）（２３番　井川委員）
５　議事

（１）農地法第５条の規定による許可申請書について（2件）　　　　　

（２）農地利用集積計画の決定について
　　　・利用権設定　
・農地中間管理事業に係る農用地利用配分計画
　　　　　　　　　　　　　　

６　協議事項

（１）農地法第３条の３第１項の規定による届出書について　

（２）賃貸借農地の解約について
（３）非農地証明申請書について（1件）
（４）買受適格証明願いについて（１件）
（５）農地法第６条第１項の規定に基づく報告書（5件）
７　報告事項

（１）委員会報告

　　　　農地委員会
　　　　農政委員会

　　　　広報委員会　

（２）審議会等報告
８　連絡事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

総会開催予定等

　　　・第４回総会 　 　平成３１年４月１０日（水）午後１時３０分から

　　　　　　　　　　　　　　北栄町大栄農村環境改善センター　青年研修室
現地確認　　　平成３１年４月９日（水）午後１時３０分事務局集合　

担当委員　田熊委員、森本委員、濵根委員
　　　　　　　議案締切日　　平成３１年３月２５日（月）

　９　その他
　　

１０　閉会

【添付】　現地写真

○事務局　第３回の農業委員会総会を開催いたします。

　初めに会長さんのほうから御挨拶をいただきます。

○濵坂会長　そうしますと、改めまして、こんにちは。

　ことしは、冬は年末に１回だけ雪が降って、どうもこの後、降りそうもないような状況でありますけども、今の時期にとってはいいんですけども、これは肝心なときにどういう天気に変わるか非常に心配されるところであります。

　また、きょうは３月１１日ということで、東日本大震災から丸８年を経過したということのようです。その８年間かかったんですけども、復興は確かに進んでおりますけども、まだまだ心の痛みや、それから住居だとかいろんなところの整備がまだまだというふうに感じておりまして、いつまでこれはかかるのかな、また原発についてはとても私たちが生きている間に片づくような状況ではありません。これも大変だなと思うところです。こうして、私たちふだんどおり当たり前に総会ができるんですけども、心配はありますけども、進めていきたいなと思っているところです。

　さて、きょうは、総会の資料を見ていただいたらわかるかと思いますが、太陽光発電のガイドラインを定めまして、初めての適用議案が出てまいります。十分、協議、審議いただきたいと思いますが、よろしくお願いします。

　それからもう１点は、先回挨拶で申し上げました無断転用の関係です。それが今回、非農地申請ということで出てまいりますので、これも改めて十分、協議をお願いしたいと思っていますので、よろしくお願いします。以上です。

○事務局　そうしますと、会則第５条に、会長は議長となるということになっておりますので、以後、会長に議長を務めていただきます。

○濵坂議長　そうしますと、きょう欠席はございません。

　総会の成立を宣言いたします。

　規則によりまして、議長に就任させていただきます。

　まず議事録の署名人でございますが、２２番、一二三委員、２３番、井川委員にお願いをしたいと思います。よろしくお願いします。

　早速、５の議事に入ります。議事の（１）、農地法第５条の規定による許可申請書について、２件でございますので、順次審議をよろしくお願いいたします。

　まず議事（１）の１、説明はございますか。

○事務局　これは、先ほど会長さんのほうから、ガイドラインができてから初めてということでございましたけれど、初めて集落に近いところの案件となります。場所としては、国坂浜の入り口付近といいましょうか、県道から入っていって真っすぐ突き当たり付近ということでございます。

　業者は松江市の業者で、●●という会社であります。場所については地図をごらんいただければと思いますが、９ページには事業計画書がございます。

　それから、１１ページをごらんいただきますと、大体このような配置という格好になります。

　ただ、１２ページでございますが、●●の履歴事項全部証明書がついております。

　それから、ガイドラインに基づきます誓約書等が１３ページ以降についておりまして、ごらんの皆様から一応は同意書をもらっておられるということでございました。

　それから、さらに１８ページでございますけど、１段、道のほうが高いものですから、除雪作業のときに雪か落ちたりして、フェンスがあった場合にフェンスを押すというようなことがあるのではないかということで、承諾書を出させて、結局、支障がないようにしたいということでございました。それから、この承諾書にありますとおり、太陽光パネルの反射光については、苦情が出た場合は近隣住民と協議の上、真摯に対応したいということでございます。

　それから、１９ページでございますが、これは説明したときの説明者、説明相手の一覧等でございます。それで、２０ページのほうに、２名の方について同意をいただけなかったということでその説明を載せております。上の方につきましては、近隣のことだと思いますけども、太陽光発電ができたときにトラブルがあったのでということで、話も聞かずに出ていってしまわれたということだそうであります。それと、こちらのほうの方につきましては、全く影響がないというような、反射光がないとは言い切れないというふうに業者は説明したところで済ませておったので、結局同意はいただけなかったと。本来であれば、支障が出るようであれば、対応するとかちゃんと答えればいいものをせずに、そのままであったということであります。とりあえず、１８ページのほうに協議の上、真摯に対応するというふうになっておりますけれども、再度、この２名の方については説明をするようにということで指導をしているところでありますし、後、同意をもらった方も聞きますと、ちゃんとした説明を受けとらんでというようなことも中にはあるということだそうでして、業者の聞き取りをしましたけど、業者のほうはちゃんと説明したんだけどということでありまして、逆に驚いておったというようなこともありました。以上です。

○濵坂議長　ありがとうございました。

　続きまして現地確認をしていただいておりますので、報告をお願いいたします。

○谷口委員　３月８日、午後１時半より竹原委員、河原委員、それから局長と私と、現地確認をしてまいりました。

　この写真で、ちょっと見ていただきますと、右側の奥のほうに田んぼがありますけれども、そこは耕作されていません、長い間。農地に関しては別に影響のあるような問題ではないと思います。

　それで、２名の同意が得られなかったということでありますけれども、この１名はふだんからよく話をするので、聞いてきましたけれども、①、②、③とありますけれども、要は太陽光をするということで、いきなり話がきて、判こを押してくれというようなことで、ちょっとそれはおかしいのではないかというようなことが、この不同意につながっているということです。ちゃんと説明を受けていたらこういうことはなかったのではないかというふうなことを言っておりましたけども、あとはやっぱり反射光が気になるというのを言っておりました。以上です。

○濵坂議長　ありがとうございます。

　説明なり、現地確認の報告は終わりました。何か質疑等がございましたら。

○石井委員　２番、石井です。今、説明を受けたのですが、ここの道は結局通学道路にも十分に使う道で、自動車の往来も激しいし、危険性が伴わないかなというのも考えなきゃいけないのではないかなと思いますけど、ここについては。どう思われますか。

　通学道路になっています。あそこは確か大野のほうからの小学生なんかの通学道路でもあるし、それと一般の人の車もあるのは、こういうカーブのところの難しいところにどさっとああいうものが建つと危険性が伴うというように私は思いますけど、皆さんいかがなものでしょうか。

○前田職務代理　今、石井委員の言うことも確かにそうです。最終的に書類が整っていれば一応転用ということですから、許可せざるを得ないでしょう。だけど、これ、集落内にできる施設なんですよ。それで、一応つくれば２０年間ぐらいは、同じ場所にこういう形であるわけですね。私が想像する限りでは。それで、同意書ができていなかったというのが出ているけど、反射光は、道路より一段下の田んぼにつくられるわけだから、低い位置から太陽光が来るわけだね。だから、説明は本当にもっときちっとしておかないと、納得せんままなら、これでやると、その地域住民のコミュニティーというか、そういう意思の疎通が、おかしな感じがやっぱり出てしまうんです、どうしても隣近所ですから。そこのところを考えるんだったら、再度、業者さんは不同意の方に対してもそういう説明を誠意をもってやっぱりしてもらいたいと、これは希望ですよ。そういうふうに考えておりますし、反射光があるのではないかということを、ここの２０ページのところ、近隣の方が言われているので、やっぱりその方に対しての説明をもっときちんとしないといけんと思います。

もう１件、途中で退出されたという方がありましたけど、これはやっぱり同じようなところにいっぱい太陽光の発電ができておりまして、三、四年ぐらい前なると思いますけど、その反射光が１００メーターほど南側に２階建ての家があるんですよ。ここにいっぱい当たると、２階に住んでいるそこの息子さんは結構夏は暑いよと、ふだん以上に。そういうような話をされているということがやっぱり耳に入っているので、その反射光に対してどうだということをやっぱり心配しておられるわけです。だから、そういう説明をやっぱりもっときちんと真摯にされるというのだけはしていただきたい。せっかくガイドラインまでつくった以上、やっぱり地域住民とそういうケンカがないようなことしてもらわないと、簡単に何でもかんでも同意、同意ということはなかなかできん、以上です。

○濵坂議長　そのほかの方で、関連意見はございませんか。

○永田委員　農地法絡みではなくて、一般にそういうガイドラインがあるという話で、ガイドラインに沿って説明を受けたと。そちらには問題はないということになっているんですかね。だから、できるだろうということでこっちに申請が出るというのでね。

○濵坂議長　これは、説明は個々にやるわけですか。

○事務局　そうですね。自治会が要望されなかったら。

○濵坂議長　自治会としては要望してないよな。

○事務局　そうならんですね。

○濵坂議長　自治会長の同意はあるからな。

○事務局　そうです。

○前田職務代理　今、言いなったように、個々の話で、自治会長に僕、確認をとったんです。そういう詳しい説明があったんですかと言ったら、いえいえ、太陽光をつくるので判こを押してもらえんかと、とりあえずといって。だから何の認識もないんです。だから、個人個人でしておられるから対応はやっぱり違うのではないですか。一堂に会ってするわけではないから。だから、みんなが同じ話を聞いているかどうかというのも、わからないんだ、これだけでは。

○永田委員　本来、筋が違うとは思うんですけど、農業委員会がそれで許可を出したのかと、反対者が多いのにと言われても困るので、改めてもうちょっと話をしてもらって、合意をとってもらってからにしてもらえないだろうかという話をしたほうがいいように思うのですが。農業委員会は農地法どおり通せばいいので、別に法的に悪くないなら、それでいいんですけどね。

○濱田（登）委員　２６番ですけども、同意しない人があるのに、許可ということはならんと思う、おかしい。同意書が整って、ガイドラインの必須項目で同意書が必要ですよということになっている以上、不同意があるものを提案というか許可するわけには、私はならんような気がするんですけど。

○河原委員　ちょっといいですか。今、言われたのは全くそのとおりだと思うんですが、逆に言うと、ノーとは言えないんですよ。はっきり言うと。だから、隣近所で説明してほしいですねという答えだけしかないので、ただ、我々としてガイドラインというのは、もし苦情が出たときに当事者同士でやってくださいねという意味だと我々は解釈しているんです。つくりますよ、否定はできないので。

○濱田（登）委員　つくりますよではなくて、農地転用に対して、つくる条件で転用しますよということに対しての権限はあるでしょ。

○河原委員　そう、それだけしかないんですよ。

○濱田（登）委員　だから、その転用の許可はすべきではないではないかなと思っております。

○事務局　農業委員会は、許可権限はありません。県が許可を持っております。あくまでここで会議していただくのは、基本的には周辺農地の営農に支障があるかないかということです。

　ただ、この太陽光については、やっぱり集落の中にできちゃうと、支障があるではないかということがずっと議論されてきておりながら、国も特にガイドラインだけ設けておいて、そのままだというようなことで、できるところ、農業委員会として支障がないようにしようということでつくっているんです。

　私としては、基本的には県に上げるときに同意が最終的にとれなかった場合は、きちんと地元との調和をとることというような意見をつけて出すというのが本当だろうなと。ここではなかなかストップはできない話なんです。ただ、地元への説明ですとか、そういうことを実際にやらせること自体が目的にすべきではないかなというふうには思いますけど、ただ聞いてもらいましたように、十分な説明を受けとらんとかというような話があれば、それは、ちゃんと説明せいやと言うのは当然だろうと思います。

　業者のほうには金曜日に、職務代理からの電話がありましたので、その旨伝えておりますが、土日も挟んでおりまして、ちょっと月曜日には間に合いませんということでした。なので、これからですけども、説明に上がられるだろうと思っております。

　それと、同意をもらった家の方にも話をされに行かれるはずです。なので、その説明に立ち会っていただくのが本当はいいのかなと思ったり、地元でそういう人、自治会長さんがどうされるかという部分もあるですけど、事業者がそれぞれ声をかけてもらって、集まっていただいて開催してもらうというのもあるのではないかなと。企業の呼びかけで開いてもらって説明させる。それで十分な説明をしていただくということだろうと思います。

○濵坂議長　自治会長は２名。国坂と国坂浜。

○濱田（登）委員　ガイドラインなら、北栄町の農地転用のガイドラインに書いてある同意書というのはどういう意味ですか。別になくてもあってもいい。北栄町の農地転用のガイドラインに同意書が必要だということはあるわけですからね。

○事務局　できるだけ。

○濱田（登）委員　その意味はどういう意味なのか。

○事務局　できるだけ同意書はとっておいてください。

○濱田（登）委員　できるだけという。

○事務局　とれるのは説明をしてください。それがなくてできるものであれば、いいとは思います。納得できんような理由で同意されておらんというのは、農業委員会としても承知できないという意味です。

○濵坂議長　別に太陽光に限らず、転用案件の場合は、昔は同意が要ったんですけど、今は必ずしも要らないんです。だけど、指導というかそういうことでできるだけ同意をとっておかないと後でトラブルがあったとき困りますよということで、できるだけ同意をとってくださいねというふうな局長の説明、一緒です。

○事務局　ガイドラインを設けるまでにもずっと地元での説明であるとか、地元というか関係者への説明であるとか、それから同意書をもらったりとかというのはしてきておりましたけど、ただ、別にどこに決まっているわけでもありませんし、ちゃんとした文面にして必要であることを明示しておくということも必要だったと思って、ガイドラインにしたと。

　ただ、おっしゃるとおりだと思います。自分ちの近所に、たとえば、隣にできた場合のことを考えれば、それは誰しも、個人の土地をどうしようが自由とはいえ、周辺に支障が出るようなことは納得できない、当然。ですので、今、発言がありましたとおり、業者のほうには、例えば集めての話し合いをせえと、説明をせえというようなこと、伝えてはどうかなということを思ったところです。それに、同席していただいておくほうがいいでしょうかね。どうがよろしいでしょうか。今後のこともございますし。

○濵坂議長　大体、自治会の説明会にすれば、議事録が出てきますので、それが一つの後々の大きな根拠になるので、自治会で説明をしてもらって議事録を残すというのが大前提だと思います。特に、外部の業者ですから。やるべきだと思いますけどね。

○前田職務代理　今回の場合は、業者が近隣の方だけと、それから両サイドの区長にこういうような施設をつくりたいからということで、同意を求めたと。ですから、地域全体とかそういう形での、区の全体のそういう話を一切しとらんわけですよね。全くの個人対応ですから。うちの区長に関しては、そういった詳しい説明がなかったと。自分もそういう形で太陽光をつくっとる以上なかなかそこまで言えなかったかもしれませんけど、今さっきも石井委員さんが言われたし、それから濱田委員さんが言われていましたけど、やっぱり同意というのは基本的にはとるべきだと思います、僕は。永田君がさっき言ったように、やっぱりあとで何かトラブルあったときに、内容云々は別としても必ず言われる感じだと思う。だから、特に地域のやっぱり隣同士の人がそういうことができたがために、ちょっと何かおかしくなったりとか、人間関係がおかしくなるということはやっぱり考えるべきだと思います。ただ、農地だけは転用云々だけでできないものだろうかなと。山の上とか全く人の目が届かないようなところだったらこんなことを言う必要はないですけど、あくまでも集落の中にできるということなんです。

　それと、反射光はスイカのハウスやブドウのハウスでもそうですけど、きらきら光りますよ、絶対に。あれが必ずあるということなんです。それを嫌だというふうに言っているわけですから、それに対して可能な限り業者はどういうふうにするかということはやっぱり懇切丁寧に説明をして納得してもらうということが、それはやっぱり大事ではないですか。

○永田委員　ごめんなさい、あわせて、１９ページの御説明について、説明者が施工業者と土地の所有者さんなんですけど、同意をとっての事業実施者さんはもう●●さんなんですよね。●●さんはその説明会に来なかったのかという話になっちゃうので、そこもきちんと、結局太陽光の反射光の問題が出たら誰が対処するべきかというと●●さんなんですよね。●●さんは全く動いておられないように見えちゃうような状況で、履歴事項全部証明書もこれは見てそれを言ったってなあってなりそうですけど、どっからどう見てもペーパーカンパニーに見えちゃうので、こういう状況で間違いなくやりますから信用してくださいと言われても何だかちょっと、アパートの１室に事業所があって、資本額３０万ですからね。どこをどうとってもペーパーカンパニーに見えてしまうので。ぜひ、出てきて説明、責任を全てとりますというような形でされるべきではないかと思います。説明会を開くと同時に事業者さんもちゃんと地元に顔を出すべきではないかということを提案します。

○事務局　わかりました。１８ページに、承諾書もありまして、そこの中にもありますから、出てもらって説明をしてくださいと。工事業者だけには任せなんなというふうに伝えます。

○濵坂議長　どうぞ。

○竹原委員　済みません。この代表社員の方と地権者とは、決して親族だと、そんな情報はないんですよね。全く関係ない。
（「確かに」と呼ぶ者あり）
３０万円とかね、最初からこの書類を見たときに私は、それっぽいなと思ったんですけど、それは別に関係ないですけども、インターネットなんかで見ますと、農地問題ではないですよ。太陽光パネル問題は要するにガイドライン、町なりがつくった、行政がつくったガイドラインに合致していることと、住民の同意ということ、この２つがポイントだと書いてあるんです。それしかないと。要するに未整備なことがいっぱいあるんですよ、全国に。結局は１０年、２０年たったときに、問題が起きるようなことにならないようにしなさいというのがこの説明だったんです。だから先ほどのような話で、附帯意見なり条件なりつけてということしかないと思いますよ。

○事務局　誓約書にありますとおり、設置場所自治会が必要とする場合は地元説明会を行いますということです。これをどうとるかです。自治会長ととるのか、自治会の代表ですから、全体でいくのであれば自治会長でないとおかしいのかなと思いますが、さないということもなきにしもあらずだと私は思います。そこのところはどうされますか。

○濵坂議長　業者から声をさせればいい。自治会のそういうことは。

○事務局　ですから、自治会長がうんと言わないとできない。

○濵坂議長　そのときには、その時どうしようもない。

○事務局　それでストップ。

○濵坂議長　説明会はせんという。自治会長が。

○事務局　関係者は説明を受けないと。

○濵坂議長　いずれにしてもさっきからいろいろ話を聞いていると、説明されている内容が同じものとは聞こえない。どう説明をされたのか。となると、再度、単独一対一ではなくて、関係者含めて自治会も声をして再度説明側も揃って説明してもらいたい。書類の手続上は問題ない。

○永田委員　農地法上は問題ないということですか。

○事務局　農地法上は問題ない。とりあえず、先ほどもありましたように、もともとの事業者、●●さんも含めて自治会で説明会を再度開いてもらうと。そこで全員賛成ということにはならんかもしれませんけど、資源エネルギー庁のいう、地元への十分な説明というのをしてもらえればいいのかなというふうに思いますが。

○濱田（三）委員　済みません。農業委員会のこの場合の立ち位置というのはどういう位置なんでしょうかね。いわゆる今聞いていると、自治会とそれから提出業者との話し合いで、いわゆる不同意の方がないようにということで、説明してもらうような話ですけど、農業委員会として段取りをされる、これからこういうことは出てくると思うんです。そういう段取りをされるのか、農業委員会なんて意味ないということですので、なるべくそういうトラブルが起きないようにということでそういう話し合いの場を段取りされるのか、それともずっと今までどおり施工業者あるいは、地区住民の話を見守って、そこでいろいろとふぐあいがあったらこうしなさい、ああにしなさいというようなことをされるか、そこら辺ちょっとはっきり私わからんですけども、どういうふうな考えで、これから先、されるのかなと思うんですけども。

○濵坂議長　先ほどの濱田委員さんの意見で、何か関連、発言はございませんか。

　どこまで農業委員会がかかわるのかということだと思いますけど。

○河原委員　ちょっといいですか。先ほど言ったように農地法上では、転用がだめなのかどうかというのも我々が判断するのであって、これをつくっちゃいけないよという権限はないけど、たまたまトラブルが起きないように同意をとんなれよという、あくまでも協力と指導しかない。我々は指導の権限というのはないですけど、トラブル解消のために一つになれよということしか言えれんと思うんですよね。だから、我々として拒否も賛成もできないということであれば農地の転用が当然の話であって、でも、それを審査するに当たって、やはりトラブルの解消に努力してよという指導をしたんですよというぐらいしかないと思うんですよね。つくるなとは言えませんから。これはもう国の施策ですからどうにもならんことであって、と思います。

○事務局　ですから、地元の委員さんが聞いてこられて、十分な説明を受けておられないと、皆さんが言っておられるということであれば、十分な説明をせえよということでよろしいのかなと思います。

　農業委員会は段取りまでする必要はない。審査をするほうですから、別に業者のために何かするというわけではないので、それは業者がきちんとやればいいわけでありますから、説明会をもうければいいわけですから。そう言えばいいということ。

○永田委員　あとは、説明会が開くまで、これはいけんわいと言うだか、それとも進達すのは流しちゃって説明会を開きなさいよというふうに言いっ放しで終わるかどうか。

○事務局　いや、とめておかないといけんでしょね。とめておいて、説明会をして、報告を受けて、もうそれでやるしかないではないですかね。

○前田職務代理　僕はきょうの段階でこれを進達するということは、個人的には反対します。どうしても、これだけわからん、わからんという話が出とって、そういう状態ということにはなかなかならんと思う。もう一回ちゃんとやっておいてもらって。

○濵坂議長　そうしますと、いろいろな御意見をいただいておりますけれど、先ほど局長がまとめましたように、説明が不十分だというふうに思います。再度、自治会含めて丁寧に説明をしていただいて、できるだけの同意をとるような形の議事録等を提出してもらって、その後に許認可への意見を判断するということにしたいと思いますがいかがですか。
（「なし」と呼ぶ者あり）

○事務局　提出してもらって判断をまたするんですか。一月延ばしちゃうんですか。

○濵坂議長　きょうは判断せんと。

○事務局　しないんですけど、説明会を開き、その結果を報告してもらって、で、どうするんですか。４月にまたかけるんですか。私は進達してもいいと思いますけど。

○濵坂議長　今回、転用だけは通しておいてという意味ですか。

○事務局　はい。

○濵坂議長　補足の資料としてその説明会の資料はつくって出すと。

○事務局　はい。その結果……。

○徳山委員　これから説明会を開いてもらうとして、説明会の結果がどうなるか、今わからないではないですか。

○事務局　わからんですけど、会議ができないではないですか、次でないと、４月でないと。

○徳山委員　４月に話し合ったのでは、不都合があるんですか。

○事務局　やっぱりよくないでしょう。本来の農地法関係の話ではないので、周辺農地に支障があるとかという話ではないので、それがあれば別ですよ。ないのに、一月も延ばしちゃっていいんですか。それはよくないと思いますよ。それよりも早いこと、例えば農業委員会としての意見をまとめて、県のほうに進達をする、その結果で県が判断すればいいのではないですか。

○濵坂議長　最終的な転用許可は県がやりますので。ただ地元の農業委員会は、許可相当だろうということで上げるわけですね。それをもって県が判別するという話になります。

○事務局　附帯意見を聞くという。

○永田委員　許可相当という話でいいわけですよね。説明会をきちんとしなさいという、そういうもの提出しなさいという。

○事務局　本来はね。ただ、丁寧な説明をしてもらうのが基本なので、してもらってから、その結果も含めて県のほうに進達すべきかなと。

○前田職務代理　では、同時進行で話を進めながら持っていくということですよね。附帯意見と、それから今回のそういう事業者への話。それから地権者等の意見等を含めて、そういうことですか。

○事務局　そういうことです。それしかないのではないですか。

○前田職務代理　決定的にとめるという理由がない以上はどうすることもできんですけど、やっぱり今出ていた意見ということは参考意見として、業者には伝えてもらって、当然、そういった最後の説明会を開いていただき、なおかつ県のほうにその議論を提出して最終的な判断を仰ぐと。

○事務局　そういうことです。もちろん、附帯意見をつけて。立場が違うんですよね。業者のほうからすれば、説明を受けとらんとは言っておられるけど、説明は十分にしただけどと言っておりました。そこのところが……。

○前田職務代理　全体で説明したということでないと、個人だけの説明をしてあったんではないですかと僕は言っているんですよ。

○永田委員　そこはお互いに都合の悪いことは言いませんから。ですから、説明をしました、受けましたという判こだけで恐らく同意した、同意してないは別として、最低限のそれぐらいは。

○濵坂議長　わかりました。そうしますと、５条案件としては、特段問題ないということでよろしいですね。

　そうしますと、５条案件としてはとりあえず今回の総会で許可相当ということにしたいと思いますが、ただ先ほどいろいろな意見を出していただきました。附帯決議の中で、最後まで十分説明をしなさいということで、事業者にはそういうふうに伝えて、その説明結果も含めて一緒に進達をするということにしたいと思いますが、よろしいですか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、続きまして議事（１）の２です。説明をお願いします。

○事務局　これは、下段の案件でありまして、現在息子さんが湯梨浜町に住んでおられるんですが、実家の横に家を建てられるということでありまして、農地としては、道とそれから宅地に挟まれたところにありまして、他の農地とはつながっていない、道から集落側のほうにある農地でありまして、支障はないというふうに思っております。以上です。

○濵坂議長　続きまして、現地確認の報告をお願いします。

○谷口委員　これも、資料の写真をちょっと見ていただいて、周りは宅地で住宅が建っていますし、農地は周りにはありません。問題ないと思います。以上です。

○濵坂議長　ありがとうございました。

　議事（１）の２の説明等が終わりました。何か、質疑はございますか。

○永田委員　永田です。１２番です。住宅に入る進入路のところに床版をかけられる予定で、この通路は床版をかけてしまっても問題ないですかね。地元で使っておられる水路に床版をかけたらだめだとか、地元の同意がいるとかそういうようなことは特にないですか。

　太陽光、用水路なんかの場合にはそれに床版をかける場合には、太陽光の許可とか、あるいは、金を払うとかそういうような類いのことがよくあるもので、そういう類いのことは大丈夫だったかなというぐらいで。今現在、用水路として使っていないというのであれば、別に問題ないですけれども。

○濵坂議長　前田委員さん、議事（１）の２の今、案件をちょっとやっているところですけども、先ほど永田委員からですね、水路に床版をかけることに対して、いろいろ問題はないかと、例えば改良区の関係だとか、ないかというふうな質問が出ているんですけど。

○前田（榮）委員　隣が自宅ですからね、今の案件のところが。そこの床版の関係は聞いておらんけど。

○事務局　前の川。

○前田（榮）委員　床版予定ですか。

○事務局　水路ですけど……。

○前田（榮）委員　問題ないと思いますよ。

○事務局　使用の用途ですね。用水路なのかどうだったのかという部分で。

○前田（榮）委員　用水路だな。床版がかかったって問題はありません。

○事務局　かかっておりますのでね、ずっと、隣の方も。

○前田（榮）委員　その家のもんがな。

○濵坂議長　永田委員、特に問題ないようですけどね。

○永田委員　多分川のほう、多分水利組合が持っている形なので問題ないということであれば問題ない。

○濱田（登）委員　だけど町道ですから。町道の路肩を壊して床版をかけるわけですから、やっぱり問題は……。

○永田委員　いや、改良区においても改良区の水路の上に床版をかける場合はかけさせんというような話とか、水路が壊れるとかそういう話があるので。

○濱田（登）委員　さらにそんなのは隣の町道についても路肩を壊して橋台を打って床版をかけなきゃいけないでしょ。勝手に町道を壊すようなことはできんと思いますよ。

　だから、ある程度話はした。

○永田委員　いや、話はしてあるかどうかは、ぱっと見て何もそのあたりはなかったので、話はしてあります。

○濵坂議長　２６ページの４の１に予定はありませんで、協議しとらんですよね。

○永田委員　予定はありませんと書いてあるので、予定はありませんだけど、僕はせんでもよかっただろうかなということだけです。確認するまでのことは、床版をかけなくてもいいわとみなさんが地元では思っているみたいで問題無いのではないか。協議する必要はないということ。

○事務局　わかりました。町道とそれから水路の関係ですね、ちゃんと話をして、同意をもらっておくようにということでちょっと指導を、確認をして、してあればそのまま上げたいと思います。

○濵坂議長　確認をして協議が必要であればするように伝えたいと思います。

　そのほかにはございませんか。そのほか特に問題はないですか、よろしいでしょうか。

　そうしますと、議事（１）の２、●●さんの案件でございますが、申請のとおり許可相当ということで、進達してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、議事（１）の２、許可相当ということで進達をしたいと思います。

　なお、先ほどありました水路の関係につきましては、確認をさせていただきます。

　議事の（２）、農地利用集積計画の決定についてでございます。何か説明はございますか。

○事務局　特にございません。

○濵坂議長　そうしますと、整理番号の９、前田浩明委員の関連案件でございますので、９番を除いて、以外のものについてまず審議をお願いしたいと思います。

　何か発言はございますでしょうか。
（「ありません」と呼ぶ者あり）

○永田委員　１つだけ聞いてみたいことがあります。

　１２８番の●●さんというのは余りお名前を聞いたことがないようだと思いまして、どんな感じのところなのかというのが気になるので、後段でてくる協議事項で合意解約の後、●●さんのほうに貸付というものがあって、何か特別な、特には。

○事務局　倉吉とそれから湯梨浜で大体は耕作をされてきているようです。これまでは中間管理事業を通してトマトとかやっておられたようですけど、この分については利用権で貸りたいということだそうでございます。

○永田委員　水稲を中心にやっておられるんですかね。

○中西中間管理推進員　そうですね、水稲を中心にかなり、何十ヘクもやっております。それで、この案件は、私も相談を受けましたけど、前につくっておられる方がもうようつくらないということです。

○永田委員　わかりました。

○濵坂議長　そのほかよろしいですか。そのほか特に問題発言はないようでございます。９番を除いた以外のものにつきまして提案書のとおり決定してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、９番以外のものにつきまして、計画のとおり決定といたします。

　続きまして、９番の審議をお願いしたいと思いますが、前田浩明委員には除斥扱いということで発言を求めたいと思います。いかがでしょうか。
（「なし」と呼ぶ者あり）

　特に問題ないということでございます。９の案件につきまして、計画のとおり決定してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、９につきましても計画のとおり決定といたします。

○事務局　追加の議案がございます。

○濵坂議長　済みません、別紙で追加が２件出ております。何か説明はありますか。

○事務局　ありません。

○濵坂議長　説明はないようでございます。何か発言はございますか。

　発言はないようでございます。そうしますと、追加の１３９、１４０につきましても計画のとおり決定してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、１３９、１４０についても計画のとおり決定といたします。

　以上で議事は終了いたします。

　続きまして協議事項、（１）農地法第３条の３第１項の規定による届け書について３件ございます。一括協議を願いたいと思います。

　説明はございますか。

○事務局　何件か出ておりますが、今回は農業委員会によるあっせん希望ありという方が全部ですね。ございますので、ちょっと面積もまとまって出てきておりまして、それも県外の方なもんですから、全部が全部県外ではないですけど、県外の方もございますし、なるべく早く、もしかしたら他に誰か耕作をされている方があるかもしれませんが、いい方がございましたら御紹介願いたいなと思います。

○濵坂議長　委員の皆さんで何かございますか。

○杉川委員　聞いておきたいんですが、２ページ目の●●さん、この方も県外の方ですけど、次のページの欄には自作と書いてあります。自作なんでしょうか。

○事務局　貸し借りがされていないので、自作という表現になっちゃう。要するに利用権を設定されていないし、それから中間管理権も設定されていないしということです。ただ、田んぼについては、これは営農組合でされておられるわけでしょうね、田んぼについてはですよ。

　本来であれば、県外の方が耕作されておるのはあり得んです。これも、個人の方に利用権を設定とかちゃんとせないけんですよというとことを伝えんことにはわからんだろうと。知ることにならんだろうと思います。法律にあるからとかそういうことだけで、本人は悪いというふうにはなかなか言えない。耕作されている方も、多分農家の方だと思うんですよ。それでわかっていながら闇で借りているとかという場合もあるのではないかなというふうに思いますので、その点についてやっぱり農業委員会としても、やるメリットを伝えることによって知ってもらう努力をすべきかなというふうに思います。

　ただ、出てこないことにはわからないものですから、気づかれたら、言ってもらえれば利用権をするように話はさせてもらおうと思いますけど、隅々までわからないところでございまして。

○濵坂議長　いかがですか。

○杉川委員　わかりました。

○一二三委員　よろしいですか。

　委員の一二三です。●●さんのところの登記が出ているんですけど、面積というものは、どこか書いてありますか。

○事務局　それは……。

○一二三委員　栽培面積は特に見えないように思うのと、あと、４つの取り分はあっせんありであと２つ、３３３２と３４１１番は何も書いてないということは、あっせんから外れて自作ということで処理するんですかね。

○中西中間管理推進員　そうだと思います。

　登記事項のほうの面積は書いてないんですけど、番地等が合っておりますので、受け付けました。

○一二三委員　大体ざっとどれぐらいの大きさの面積がありますか。

○農地中間管理推進員　今、書いてないので、聞いてみましょうか。

○事務局　このように登記識別情報通知、登記をしたときにこれが今、もらうことになったんです。黒いところですけど、それをはぐるとそこの中に登記の情報が入っているんですけど、このようにそれをコピーを丸々出されても非常に、審議に支障が出るような気もしますので、単純にこの別紙のとおりということでなしに、ただ３ページのようなものが出てくればいいんですけど、この場合にはちゃんと書かせるようにしたいと、私もコピーしながらこれでいいかいなとちょっと思いつつも、コピーさせてもらった形で、直したいと思います。

○濵坂議長　そのほかはよろしいでしょうか。

　そうしますと、それぞれ資料の中に字名が入っておりますので、そこらを確認して担当地域の方は今回多いですから、御配慮願いたいと思います。

　そうしますと、協議事項の（１）３件、一括受理してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、３件、一括受理をいたします。

　協議事項の（２）、賃貸借農地の解約についてでございます。５件ございます。一括協議願いたいと思いますが、説明はありますか。

○事務局　１１ページの分につきましては、先ほどの分だと思います。利用権のほうでしておられた分だと思います。●●さんが借りられる分ということであります。

　それから、１３ページでございますけれども、何度か説明をさせてもらいましたけれども、年金がらみの案件ということで御理解いただきたいと思います。

　それから、１６ページもそうです。年金の関係ということであります。１５ページの●●の関係ですけど、これは耕作者変更ということですけど、返されるということ。

○中西中間管理推進員　●●のそこはずっとぽつんと離れたところだったので、次の方が見つかって、濱田委員さんも相談にのってもらって。

○事務局　以上です。

○濵坂議長　協議事項の（２）説明は終わりました。何か発言はございますか。

　特に発言はございません。協議事項の（２）、５件、一括受理してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）
　そうしますと、５件、一括受理をいたします。

　続きまして協議事項の（３）、非農地証明申請書についてでございます。

　説明を求めます。

○事務局　会長さんのほうから初めのほうで話がありましたけれども、以前、既に埋め立てをされて、駐車場として使っておられたところでありまして、年数も非常にたっておりまして、非農地証明をするものであります。

　それで、ちょっと後で伺いたいと思いますので、以上です。

○濵坂議長　続きまして現地確認をしていただいています。

○谷口委員　ここの土地は、ちょっと間違った情報をもとに３０年以上前に埋め立てしたということですけれども、前側で周りに別に影響を与えたということは見て、なさそうですし、仕方ないかなというような、みんなでちょっと判断をしております。以上です。

○濵坂議長　ありがとうございます。

　そうしますと皆さん方からの質疑等求めたいと思いますが、いかがでしょうか。

○事務局　ちょっと私から。

　濱田委員さん、町道に接するところで、町道ののり面がありますでしょう。今回のように、こんなんのはもう既にしちゃってあるんですけども、町道について、例えば駐車場を設けるとか、というときに境界が大体のりの下ですよね。それは限らないでしょうけども。そうすると、食い込むことになります。食い込むというか、のり面も埋めてしまうことになるんですけど、水路がないので別に水関係は問題ないとは思うんですけど、境界とかというのは、これやっぱり担当課のほうが了解しておけばそれで済んじゃうことなんでしょうか。

○濱田（登）委員　そうですね。公共用地を個人で借用するわけですから。だから、その手続をしないと無償活用したことになる。

○事務局　扱っていることになる。

○濱田（登）委員　けど、土地を使うわけですから、のり面だろうと。それの許可さえとれれば。

○事務局　例えば床版であるとか、先ほど案件でもあったですけど、床版をつけるとかというのはどうなんですか。

○濱田（登）委員　床版をつける場合はやっぱし床版の下には橋台か何かつけないと、ぽんと載せるわけになりませんので。橋台か何かするということは、町道のあそこのコンクリートを壊さないといけんでしょう。やっぱりそういう了解が必要でしょう。黙って、町道を壊すようなことはできませんですから。

○事務局　その境界というのは、別に示さなくてもいいですか。

○濱田（登）委員　地域整備課は、立ち会いすると思いますけれども。

○濵坂議長　結果的には何かピンみたいなものか何か打つんですか。

○濱田（登）委員　そうですね。境界がわかるように。埋め立てて問題になっちゃうとすれば、境界がわかるように何かしるしをする。

○事務局　この案件については、以前から埋めてしまってあるので、それでそこのところはできているのかちょっとわからないんですけど、この間の●●さんの案件で、常設審議会のほうの関係では、境界をはっきりしておけというような意見もいただきましたので、どうしたものかなとちょっと思ったところで、ただ、割り地を示してはあるということです。現場にも行ってきましたけど、何か棒のようなものが立ってはおるんですけど、それが境界かどうかまでは、私のほうではわからなかったので。

○濱田（登）委員　やっぱりそれは、町とその個人との立ち会いですね、地権者同士で立ち会って、地籍調査は済んでいると思うんですよ。その復元をすれば、復元に立ち会えばそこに。

○濵坂議長　両方しないといけない。

○事務局　ええ。

○濱田（登）委員　費用はどっちが持つかはちょっとわからんですけども。原因者が持つ、そこらあたりは。

○事務局　確認します。

　この案件は既になっていたわけですけど、その辺のところを改めて地域整備課のほうに話をして、必要であれば、今おっしゃったことをするようにちょっと話をしたいと思います。

　●●さんのほうも、話はしてあるにしても、町のほうが納得せんといけんわけですから、それができているか確認をした上で、非農地証明したいと思います。

○濵坂議長　そのほかにはございませんか。よろしいですか。

　そうしますと非農地証明、申請のとおり受理してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　続きまして協議事項の（４）、買受適格証明願いについてでございます。説明を求めます。

○事務局　２１ページ、２２ページになります。この買受適格証明というのは、競売、資産が競売に係るときに、必要なもので、これは農地の場合ですが、買受適格証明書というのが必要になります。入札をされようとする方が、自分は買える資格があるよと、適格であるよということで農業委員会の証明を求めるものということであります。

○濵坂議長　説明が終わりました。何か、発言はございますか。

○前田職務代理　●●さん、去年もたしか畑を買われております。現在、ブドウをつくられて、野菜等も植えられて十分に管理をされております。ですので、特に問題なく、できると思います。

　あとはこの競売が今週、１３日にどうもあるような形なので、できればお願いしたいと、そういうことです。

○濵坂議長　そのほかございませんか。

　そのほか特に発言はないようでございます。買受適格として受理してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、買受適格証明書、書面のとおり処理をいたします。

　続きまして、協議事項の（５）農地法第６条第１項の規定に基づく報告書、５件ございます。順次協議をいただこうと思いますが、まず最初の２３ページ、●●、何か説明はございますか。

○事務局　これらの報告書ですけれども、基本的には決算が済みましたら３カ月以内に農業委員会に提出していただくものであります。年末に私のほうから提出していない法人、農地所有適格法人を含めて、一般の農業法人につきましても提出を求めたものでありまして、それで出てきたということであります。

　初めには、●●のものがついてございます。御確認いただきたいと思います。以上です。

○濵坂議長　●●について、何か質疑等ございますか。

○濱田（登）委員　済みません。

　２４ページ、誰が何日働いたというのはここにないですね。別にそれは、報告のチェックとは別に。年間６０日だか何だかという条件が。役員は書いてあるけど、誰が何日働いたかということがちょっと。

○事務局　基本的にはこの報告というのは、農地所有適格法人が提出するものでして、それを基本に一般の農業法人も出してくれということになっておって、北栄町ドリーム農場については、役員の部分で適格になっておりません。農地所有適格法人ではないということなので、基本的には役員、農地所有適格法人であれば役員の中で実際に農業に従事しとらないといけんということがあったりしますけども、それには該当しないということなので、ないということです。

○濱田（登）委員　一般の農地所有適格法人とは別扱い。

○事務局　そうです。書く欄があればいいということです。

○濵坂議長　よろしいですか。

○濱田（登）委員　はい。

○濵坂議長　そのほかには。

　そのほか発言ないようですが、●●、以上でよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　次に、２６ページの●●さんについて、説明はございますか。

○事務局　特にございません。

○濵坂議長　特に説明はありません。皆様方で何か発言はございますか。

○杉川委員　参考までに教えていただきたいのですが、議決権の数というのがいつも疑問に思っていまして、●●さんのリスト、その後に出てくるような方の４０と２０、●●さんと●●さんの割がここに書いてあるんですけども、これはどこから出てくる数字になるんでしょうか。上が４０と２０と書いてあって、議決権の数の合計が６０。農業関係者の議決権の割合が１００、この上の●●さんと●●さんの４０、２０という数字というものがどこから。

○事務局　ここには定款がついてありませんので、定款にあるものだと。

○濵坂議長　恐らく出資割合。出資額でしょうか。それだと思います。

○永田委員　出資の株の数が何個発行されているかということで、６０個発行されておれば６０個という単純に定款で載っています。そこで６０と書いてあるのは６０です。

○杉川委員　はい、わかりました。

○永田委員　１００％なのは、６０分の４０、２０を足したら６０で１００％ということで。

○濵坂議長　そのほかにはございますか。

　そのほか発言はないようでございますので、●●さん、報告のとおり受理してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、報告のとおり受理いたします。

　続きまして２９ページの●●さんについて、協議を願いたいと思いますが、説明はありますか。

○事務局　３０ページですけども、私のほうがちょっと考え過ぎましたかね、名簿はついているんですけども、議案には載っておりません。

○濵坂議長　皆さん方からの発言を求めます。いかがでしょうか。

○井川委員　別紙になるものは多いんですか。別紙にしないといけんほど。

○事務局　あります。

　原東部、もともとの生産組合が法人になったものですから、名簿の中の人数も多いので、役員さんとしては１１名が役員という形になっております。また、ありませんけども、農業への従事状況ということで、実績等載っております。

○濵坂議長　そのほかございませんか。よろしいでしょうか。

　前田榮久委員は原東部でしたか。

○前田（榮）委員　はい、そうです。

○濵坂議長　何かコメントは。

○前田（榮）委員　特にありません。

○濵坂議長　そうしますと、●●さんにつきまして、報告のとおり受理してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　続きまして３２ページ、●●でございます。何か説明はございますか。

○事務局　実は、●●さんは利用権の設定についてはございません。面積としては、書いてきておられるその田んぼの５５アール、それから採草牧草地が３３アールということだと思います。多分、闇の部分もあるのかなと思いますし、基本的には自分のところの農地に牧草等をまかれているのかなと思います。以上です。

○濵坂議長　説明が終わりました。何か発言ございますか。

　発言はございませんか。そうしますと、発言ございません。●●さんの報告書、報告のとおり受理してよろしいでしょうか。

　そうしますと、報告のとおり受理をいたします。

　続きまして３５ページ、●●さんでございます。何か説明はございますか。

○事務局　特にございませんけれども、３７ページのほうに役員で、労働への従事状況ということで、御夫婦だと思いますけれども、お名前が上がってございます。農作業への従事状況ですけれども、１年間ずっとということで、以上です。

○濵坂議長　説明が終わりました。何か、発言はございますか。

　特に発言がないようでございます。●●さん、報告のとおり受理してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、●●さん、報告のとおり受理いたします。

○一二三委員　済みません、一つ。

　教えていただきたいんですけど、農地適格法人といったら何件ぐらいあるんですか。

○事務局　十三、ちょっと表がないので。例えば、●●さんのところも法人をとられましたし、それからここの中でも●●さんのところも法人になっておられますし、●●さん、●●。●●とか。

○一二三委員　さっきの説明もありましたように、事業年度の終わった３カ月以内に報告をしてくださいですけども、ずっと資料を見ておるとなかなか３カ月以内で出ているものが少ないように思える、それをこだわるわけではないですけども、さっき局長さんから言われたように、局長さんのほうから声かけをして出してもらったということですので、今後そういう働きかけをぜひお願いしたいなと思います。以上です。

○事務局　なかなかその法人ごとに３カ月以内に出してくれるように、そのたびごとに出すのはなかなか面倒だということでして、年末に県から調査がありまして、その関係で取りまとめて出していただくようには督促をしたところであります。

○濵坂議長　ということで、協議事項以上で終了いたします。

　続きまして、報告事項に移ります。まず委員会報告でございますが、農地委員会ございますか。

○谷口委員　農地委員会では、３１年度の事業計画を報告したいと思います。

　４月ごろ農地利用状況調査目合わせというのを４月上旬ごろに予定しております。それから、営農状況調査を９月。大体年に２回しておりましたけれど、ことしは１回ということで行います。

　それから、上種でやっているようなやつで、利用意向調査というのを、今度は北条側のほうで１つモデルを設定して、時期はいつというのはわかりませんけれども、計画しております。以上です。

○濵坂議長　ありがとうございます。

　続きまして農政委員会、お願いします。

○竹原委員　まず、連絡事項にもありますけども、２月１３日に青年農業者研修会を開催しました。鳥大農学部の山本先生の御厚意で２回目になるんですけども、なかなか中身のある、ただ非常に時間中通して聞くのが何かつらいくらいにかったかなと思います。おかげさまでといいますか、出席者が３５名ということになりました。

　委員会は先月が、２月２０日で、３月は１８日に開催をします。時間が繰り下げて７時半からということです。で、現在は３１年度の取り組みについて話し合いをしております。目下のところ大筋は意見書を考えるということと、もう一つは青年農業者研修会、これをどういう形にするかということでちょっと、従来のような形ではなくて、研修会の内容とかあるいは回数、そういったことを年間を通して複数回開催して体系的な学習の場にするとかいろいろ意見が出ています。まとまっておりません。次回、もう少し踏み込んで意見交換をしてということで、あとそのほかの取り組み等はまだ意見として出ておりません。以上です。

○濵坂議長　ありがとうございます。

　続きまして、広報委員会。

○杉川委員　広報委員会は３８号の最後の編集を２月２８日に大栄の中央公民館分館で行いました。きょうのこの総会の後にゲラ刷りの確認をと思っとったんですが、まだゲラ刷りが上がってこないということで、午前中に山本印刷のほうに確認をしてもらい、早く上げてもらうようにということを伝えております。上がってき次第、もう一度最後のチェックをしようと考えております。きょうもこのあと、少し残っていただいて話をしようと思いますので、広報委員会の方、よろしくお願いします。

○濵坂議長　ありがとうございます。

　（２）の審議会等の報告で何かございますか。

　そうしますと、１点ですけども、きょう別刷りで北栄町農家民泊推進協議会総会及び講演会の案内をお配りしております。推進協議会に農業委員会も組織として参加しておりますので、３月１９日、夕方の６時半からですけども、ここの改善センター研修室で総会と講演会が行われます。都合のつく方、興味のある方はぜひ参加をお願いしたいと思います。できれば出られる方、人数確認をしたいと思っておりますので、事務局のほうまで早急にお願いしたいと思います。出られそうな方はありませんか。いかがでしょう。

○竹原委員　済みません、今の関係、いいですか。実は、話が有って、準会員という形になっているんです。で、正会員というのは各種の団体なんです。農業委員会、何々商工会とか、準会員というのが実際に民泊で泊める家庭のことは準会員であります。私は準会員に入っていまして、去年ですか大阪のほうから中学生が修学旅行でやってきたのを１晩泊めたんです。実収入は、１人当たり大体６，０００円とか７，０００円もらえるんですね。これを取りまとめているのが倉吉市で関金が中心なんです。関金のほうでは５０軒ぐらいの農家、家庭が宿泊できる体制になっていました。時々あふれてくるわけです。足りなくなる。そのＳＯＳに応じて北栄町が、今、１０軒ぐらいあるかないかですね。１０軒はないみたいです。これを５０軒ぐらいまですれば修学旅行生でなくても、農業体験とかいろいろそういう目的でやってくる人を泊めてあげられるのではないかと、そうすると長期滞在ができるというのが私の考えなんです。残念ながら北栄町にないものというのは、ほかにもあるでしょうけど、宿泊施設とかそういう場所がないというのが、インバウンドがなかなか受け入れにくいというところもありますので、農家民泊のＢ＆Ｂというのがありまして、これは倉吉もこれらからやろうと言っているんですが、５，０００円ぐらいで海外から来る方を、食事を希望される方はさらに追加料金をもらって、適当に泊まってもらうと。もう風呂はそこです、トイレはこっちですというのが、今少しずつふえているようで、県下でもそういう泊められるところで、旅館業の資格がいるんですけど、その抜け道を今、倉吉市が探しているという状況ですので、これは先の話です。修学旅行の高校生、中学生、小学生を３人か４人、１晩泊めるというのがとりあえず今この協議会の目標です。積極的によろしくお願いします。

○濵坂議長　ありがとうございます。

　ぜひ、近くの方は参加をお願いしたいと思います。

　そのほかでは、審議会等ございませんか。

　ないようでございます。

　そうしますと８の連絡事項、一括で説明をお願いします。

○事務局　一般経過報告でございますけれども、初め会長さんのほうから報告ありましたように、中部結婚支援員情報交換会に出席をされております。当面の予定でございます。５月のことを書いておりますが、直近、ちょっと連絡が来るのが遅かったので入っておりませんが、３月１９日に北栄町鳥獣対策協議会通常総会というのがありまして、齋尾委員さんのほうに出ていただくようになってございます。

　それから、連絡事項でございます。第４回の総会ですけども、４月１０日、一応今のところ１時半とさせていただいております。大体、４月１０日でしたら花見ということで催されるんですけど、どうかなというふうになります。現地確認は、前日の４月９日ということでございまして、田熊委員さん、森本委員さん、濵根委員さんの３名ということです。議案の締め切りは今月、２５日月曜日ということになります。

　あと、その他でございます。空き農地情報バンクの登録申込書が出ております。３ページ目でございますが、これについては自身のほうで売買相手を探されたということで、決定されたということでございますので、バツでもしておいていただければなというふうに思います。

　それと、きょう配らせていただいておりますけれども、町の職員名の紙を配らせていただいております。カラー刷りの分です。基本的には、災害時に職員の安否確認と、それから庁舎への登庁、それについて確認をするものではありますけれども、議会とそれから農業委員会につきましては、議員さん、委員さんがおられて、それぞれがやっぱり会議を開かれる。農業委員会でいけば毎月会議をするようになっておりますので、委員が定足数に達しませんと会議を開くことができないことであります。先の地震のときには、私、ずっと電話連絡をとったりしてさせていただきました。ただ、このメールに登録をしていただければ、自動的に発信されますし、個別に農業委員会だけでも問い合わせもできるようになりますので、こちらのほうにそれぞれの委員さん、登録いただきたいなというふうに思います。緊急時におきましてはメールが来ますので、それに回答していただいて無事であるという報告をいただきたいなと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。ですので、登録それぞれ御自身でできればいいんですけど、できない場合には、事務局のほうで対応させていただきます。事務局のほうにおいでいただければ、登録できるように御指導させてもらいたいなというふうに思います。基本的にはそこの紙にありますアドレスにバーコードありますかね、ＱＲコードがございますでしょう。それを読み込んでいただければ、そのアドレスに行きます。そうしますと空メールを送れということになりますので、そちらに空メールを送っていただければ改めて登録するメールが来ます。それに簡単であります。氏名であるとか、それから役ですかね。そういうものを入れれば、いいというものでございますので、簡単でございますので、まずは御自身でやってみていただきたいなと思います。もしもできない場合には言っていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

○永田委員　これを見ると、登録のときに区分必須で職員か消防団かと書いてあるので、これは別があるでしょうか、その他の。

○事務局　ないです。総務課のほうに確認しましたら、まだそこまで対応ができとらなかったということだそうでして、とりあえず職員のほうにしておいてください。議会と農業委員会はつくらないといけんなとは言っておきましたけども、それなりの費用が要るようでして、とりあえずまずそういうことで。

以上です。

○濵坂議長　以上で説明は終わりましたが、連絡事項あるいは全体を通して何か。

○杉川委員　一つよろしいでしょうか。

　情報提供です。私はフェイスブックをするんですが、北栄町のフェイスブックを見ていると、●●の下のシイタケのことを、何か取材をされて日本海テレビのニュース、３月１３日に流れるというのがきょうのフェイスブックなんかに載っていたようです。いつも見に行くところですし、そのシイタケがどのようになっているのか、奥のほうで見たことがないので、カメラが入っているようですので、ぜひ皆さんで見たらどうかなというふうに思いました。一つ、情報提供です。

○事務局　金曜日の現地調査のときに、ちょうど来ております。日本海テレビが。カメラを持って入ってきました。

○濵坂議長　１３日に放送するんだね。

○杉川委員　はい、夕方の日本海、ニュース日本海、それで。

○濵坂議長　そのほかはよろしいですか。

　ないようですから、以上で本日の総会を終了してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、以上で総会を終了いたします。

　　　議長（会長）
　　  議事録署名委員（２２番）
　　　議事録署名委員（２３番）
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